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人
材
と
し
て
、
地
元
へ
戻
り
活
躍
し
て
も
ら

う
と
い
う
人
材
回
帰
型
の
進
出
モ
デ
ル
に
行

き
着
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
「
大
海
原
に
出
て
成
長
し
、
生
ま

れ
た
川
に
戻
っ
て
く
る
鮭
（
サ
ケ
）
」
に
な

ぞ
ら
え
、
「
サ
ケ
モ
デ
ル
」
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。

サ
ケ
モ
デ
ル
で
の
進
出
に
向
け
て
動
き
出

す
こ
と
で
、
企
業
は
安
定
的
に
人
材
が
確
保

で
き
る
ほ
か
、
北
見
工
業
大
学
と
の
共
同
研

究
に
よ
り
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

北見市

北
見
市
で
は
以
前
か
ら
、
地
震
や
台
風
な

ど
自
然
災
害
が
少
な
く
、
東
京
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
が
良
い
立
地
環
境
な
ど
を
活
か
し
、
日

本
最
北
端
の
国
立
大
学
で
あ
る
北
見
工
業
大

学
と
連
携
し
た
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
誘
致
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

北
見
工
業
大
学
で
は
、
毎
年
約
４
０
０
名

の
卒
業
生
の
多
く
が
、
大
学
で
学
ん
だ
ス
キ

ル
を
生
か
せ
る
仕
事
が
北
見
市
周
辺
に
は
少

な
い
と
考
え
、
首
都
圏
へ
流
出
し
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
の
流
れ
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、

北
見
に
進
出
し
て
地
方
の
優
秀
な
人
材
を
確

保
し
た
い
首
都
圏
の
Ｉ
Ｔ
企
業
と
、
北
見
に

残
り
た
い
地
元
志
向
の
学
生
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
試
み
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
北
見

工
業
大
学
の
新
卒
者
の
採
用
に
は
繋
が
っ
た

も
の
の
、
北
見
事
業
所
の
運
営
に
必
要
な
即

戦
力
と
な
る
Ｉ
Ｔ
人
材
の
確
保
は
難
し
く
、

早
期
の
事
業
所
開
設
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。こ

の
課
題
の
解
決
策
を
模
索
す
る
中
で
、

地
元
志
向
の
学
生
が
首
都
圏
の
Ｉ
Ｔ
企
業
に

就
職
し
、
一
度
北
見
市
を
離
れ
首
都
圏
等
で

技
術
と
経
験
を
身
に
つ
け
、
数
年
後
に
北
見

事
業
所
を
開
設
す
る
際
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

「
サ
ケ
モ
デ
ル
」誕

生
の
背
景

ふ
る
さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク

推
進
事
業

こ
の
サ
ケ
モ
デ
ル
で
の
Ｉ
Ｔ
企
業
誘
致
を

さ
ら
に
促
進
す
る
た
め
、
平
成

年
、
総
務

省
に
よ
る
地
方
創
生
施
策
「
ふ
る
さ
と
テ
レ

ワ
ー
ク
推
進
の
た
め
の
地
域
実
証
事
業
」
に

▲ふるさとテレワーク推進事業では
社員にとってのメリットが確認できた

地
元
出
身
Ｉ
Ｔ
人
材
が
帰
っ
て
く
る
場
所

先
端
技
術
と
大
自
然
が
混
ざ
り
合
う

『
オ
ホ
ー
ツ
ク
バ
レ
ー
』
の
実
現
を
目
指
し
て

北
見
市
は
北
海
道
の
東
部
に
位
置
す
る
人
口
12
万
人
の

オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
最
大
の
都
市
。
面
積
は
全
道
一
、
海
の
幸

と
山
の
幸
が
豊
富
に
集
ま
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
台
所
。

今
回
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
活
用
し
、
地
元
志
向
が
強
い
北
見

工
業
大
学
の
学
生
を
東
京
の
本
社
で
育
て
、
北
見
進
出
時

の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
人
材
と
し
て
地
元
に
戻
す
人
材
回
帰

モ
デ
ル
「
サ
ケ
モ
デ
ル
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

参
加
し
ま
し
た
。
首

都
圏
の
Ｉ
Ｔ
企
業
社

員
な
ど
延
べ
１
８
０

名
が
北
見
市
を
訪
れ
、

市
内
に
設
置
し
た
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

で
テ
レ
ワ
ー
ク
を

27
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実
証
実
験
で
得
た
つ
な
が
り
や
経
験
を
も

と
に
、
平
成

年
に
は
地
方
創
生
関
連
の
交

付
金
を
活
用
し
、
関
係
人
口
の
増
加
と
首
都

圏
の

ひ
と

と

し
ご
と

の
誘
引
に
よ
る

地
域
活
性
化
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
北
見

駅
前
の
中
心
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
改
装
し
、

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
型
の
テ
レ
ワ
ー
ク

拠
点
「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
北
見
」
を
整

備
し
ま
し
た
。

テ
レ
ワ
ー
ク
拠
点
の
整
備

北
見
市
は
、
Ｉ
Ｔ
企
業
・
人
材
誘
致
を
目

指
す
上
で
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
バ
レ
ー
」
と
い
う

ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
豊

か
な
大
自
然
と
先
端
技
術
を
用
い
た
研
究
や

ビ
ジ
ネ
ス
の
機
会
が
同
居
す
る
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
地
域
な
ら
で
は
の
Ｉ
Ｔ
都
市
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
た
造
語
で
す
。

サ
ケ
モ
デ
ル
で
の
Ｉ
Ｔ
企
業
の
誘
致
、
そ

し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
き

た
結
果
、
北
見
工
業
大
学
・
地
元
企
業
と
進

出
企
業
と
が
連
携
し
、
北
見
発
の
独
自
製
品

開
発
に
向
け
た
共
同
研
究
な
ど
が
展
開
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。
現
在
、
道
路
の
路
面
の
凹

凸
を
可
視
化
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、

カ
ー
リ
ン
グ
の
技
術
力
向
上
に
向
け
た
姿
勢

推
計
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
様
々
な
研
究
開
発
が

進
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
、
進
出
企
業
や
移
住
者
が
北
見
工

業
大
学
、
そ
し
て
地
元
企
業
と
連
携
す
る
こ

と
で
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
な
ら
で
は
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
が
生
ま
れ
る
、
そ
ん
な
理
想
的
な

環
境
づ
く
り
に
注
力
し
て
い
き
ま
す
。

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
バ
レ
ー
」

ビ
ジ
ョ
ン

私
は
北
見
市
出
身
で
、
北
見
工
業
大
学
大

学
院
を
修
了
後
「
サ
ケ
モ
デ
ル
」
と
し
て
東

京
の
株
式
会
社
ア
イ
エ
ン
タ
ー
に
入
社
し
ま

し
た
。
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働
く
傍
ら
、

カ
ー
リ
ン
グ
選
手
と
し
て
も
活
動
し
、
平
成

年
に
は
平
昌
冬
季
五
輪
に
日
本
代
表
選
手

と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
閉
幕
後
、
今
度
は
地
元
か

ら
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
目
指
し
、
北
見

市
に
戻
り
カ
ー
リ
ン
グ
チ
ー
ム
を
結
成
し
ま

し
た
。
現
在
も
テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
Ｋ

Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
で
仕
事
を
し
な
が
ら
、

選
手
と
し
て
結
果
を
残
す
こ
と
を
目
標
に
、

仲
間
と
精
力
的
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

株
式
会
社
ア
イ
エ
ン
タ
ー
は
、
北
見
工
業

大
学
と
連
携
し
、
市
内
の
カ
ー
リ
ン
グ
ホ
ー

ル
で
ス
ポ
ー
ツ
テ
ッ
ク
関
連
の
研
究
開
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。
シ
ー
ト
に
セ
ン
サ
ー
や
カ

メ
ラ
を
設
置
し
、
選
手
の
投
球
姿
勢
や
ス

ト
ー
ン
の
軌
跡
を
デ
ジ
タ
ル
解
析
す
る
な
ど
、

他
に
類
を
見
な
い
研
究
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
事
業
に
関
わ
り
な
が
ら

選
手
と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
図
れ
る
、

非
常
に
貴
重
な
環
境
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
自
身
が
場
所
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
夢

を
追
い
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
テ
レ
ワ
ー
ク

で
の
就
業
に
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
ア
イ
エ
ン
タ
ー

平
田
洸
介
さ
ん

▲商店街の空き店舗から始まったコワーキング施設

市内外のテレワーカーが▶
集う無二のコミュニティ
ができている

◀遠隔地で仕事ができれば、
週末にリフレッシュが可能

サ
ケ
モ
デ
ル

実
践
者
の
声

オ
ー
プ
ン
以
来
、
地
域
内
外
の
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ソ
ン
や
移
住
者
の
勤
務
場
所
と
し
て
活

用
さ
れ
る
中
で
、
業
種
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
テ
レ
ワ
ー

ク
で
北
見
市
と
繋
が
っ
た
首
都
圏
の
人
た
ち

が
、
地
元
企
業
と
連
携
し
た
商
品
開
発
や
、

市
民
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、

関
係
人
口
の
創
出
が
多
様
な
広
が
り
を
見
せ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
令
和
４
年
春
に
は
、
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
北
見
の
拡
充
整
備
事
業
に
対
す

る
補
助
を
行
い
、
進
出
企
業
に
よ
る
運
営
の

も
と
で
、
名
称
も
新
た
に
「
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｉ

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
（
キ
タ
ミ
ベ
ー
ス
）
」
と
し
て
、

職
住
一
体
型
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

行
い
、
「
地
方
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
普
段
と
変
わ
ら
ず
仕
事

が
で
き
る
」
こ
と
を
実
証
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

実
証
事
業
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
観
光
と
組
み
合
わ
せ

た
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
Ｐ
Ｒ
を
は
じ
め
、
夏

休
み
や
年
末
年
始
の
帰
省
時
に
利
用
で
き
る

テ
レ
ワ
ー
ク
体
験
な
ど
を
実
施
し
、
関
係
人

口
創
出
の
ほ
か
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
移
住
者
の
増

加
に
つ
な
げ
て
き
ま
し
た
。

「
サ
ケ
モ
デ
ル
」
人
材
を
は
じ
め
、
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
移
住
者
の
拠
点
と
し
て
も
活
用
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
同
士
が
刺
激
し
あ
う
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
北
見
市
で
は
誘
致
す
る
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
「
企
業
」
か
ら
「
企
業
に
所
属
す
る
社

員
個
人
」
へ
シ
フ
ト
し
て
き
て
お
り
、
今
後

も
テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
人
材
の
集
積
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本記事の内容は、北見市工業振興課で担当しております。
○事業に関するお問い合わせ先 TEL：0157-25-1210
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ま
た
、
こ
の
施
設
は
令
和
３
年
に

『
体
験
の
機
会
の
場
』
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
認
定
に
よ
り
、
環
境
教
育

の
質
の
高
さ
を
担
保
す
る
と
と
も
に
、

安
心
し
て
参
加
で
き
る
体
験
活
動
の
機

会
の
提
供
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

全
国

カ
所
の
う
ち
、
道
内
で
認
定

さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
雨
煙
別
小
学
校

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス
の
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

次
世
代
を
担
う
人
材
の
育
成
や
地
域

の
活
性
化
に
資
す
る
様
々
な
事
業
が
行

わ
れ
て
お
り
、
今
や
自
然
体
験
活
動
や

環
境
教
育
の
拠
点
と
し
て
高
い
注
目
を

浴
び
、
全
国
か
ら
利
用
者
が
集
ま
る
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
豊
か
な
自
然
資
源
を
活
用
し

た
教
育
活
動
の
拠
点
の
場
と
し
て
、
さ
ら

な
る
発
展
の
可
能
性
を
感
じ
ま
す
。
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雨
煙
別
小
学
校

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

編

令
和
４
年
４
月
26
日
訪
問

今
回
ま
ず
ご
紹
介
す
る
の
は
、
栗
山

町
の
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
の
拠
点
施
設

で
あ
る
雨
煙
別
小
学
校
コ
カ
・
コ
ー
ラ

環
境
ハ
ウ
ス
で
す
。

本
施
設
は
、
平
成

年
に
廃
校
と
な
っ

た
旧
雨
煙
別
小
学
校
を
公
益
財
団
法
人

コ
カ
・
コ
ー
ラ
教
育
環
境
財
団
の
支
援

と
、
人
口
の
約
１
割
に
あ
た
る
延
べ

１
５
０
０
人
も
の
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
力
に
よ
り
、
外
壁
の
塗
装
や
校
舎

内
部
、
体
育
館
の
整
備
な
ど
、
知
恵
や

創
意
工
夫
、
思
い
を
集
結
し
て
、
平
成

年
に
「
雨
煙
別
小
学
校
コ
カ
・
コ
ー

ラ
環
境
ハ
ウ
ス
」
と
し
て
再
生
し
ま
し

た
。栗

山
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
柱
に
、
地
域
住
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
雨
煙
別
学
校
、
行
政
、
財
団
、
企
業

が
協
働
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
が
ふ
る
さ
と
に
誇

り
を
持
っ
て
、
地
域
を
学
ぶ
場
に
も

な
っ
て
い
る
こ
と
は
大
変
意
義
の
あ

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
も
、

栗
山
町
以
外
の
方
々
が
こ
の
栗
山
町

の
施
設
で
学
ぶ
意
義
も
非
常
に
大
き

い
と
思
い
ま
す
し
、
何
よ
り
こ
の
よ

う
な
施
設
を
大
切
に
守
っ
て
こ
ら
れ

た
皆
様
の
苦
労
と
努
力
の
積
み
重
ね

に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

当
日
の

知
事
の
言
葉
か
ら

鈴木知事が、北海道創生に向けて、様々な分野で活躍されている方
をお訪ねし、その取組や地域への思いなどをお聞きしています。
同行した職員から皆様にその様子をお伝えします。

なおみちカフェ

う

え

ん

べ

つ

自
然
体
験
活
動
を
中
心
に
、
地
域

の
環
境
を
活
か
し
た
教
育
活
動
を
推

進
し
、
身
近
な
自
然
へ
の
関
心
を
高

め
、
地
域
の
環
境
保
全
へ
の
意
識
や

ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
、
愛
着
に
繋
げ

る
取
組
。

栗
山
町
「
ふ
る
さ
と
教
育
」

なおみちカフェ（栗山町編）の動画
はこちらからご覧いただけます。
（YouTubeチャンネル）

空知編

昭和11年に建設された木造二階建て校舎『雨煙別小学校』は平成10年3月
に閉校。以来、校舎の保存・活用を求める地域住民の要望や意見交換がた
びたび行われました。しかし、財政負担の課題から結論がでないまま10年
近く放置され荒廃の一途をたどっていましたが、自然、環境教育と文化、
スポーツの体験学習の宿泊研修施設にリノベーションされました。

▲

※「体験の機会の場」とは
民間の土地・建物の所有者等が提供する自然体験活動等の
体験の機会の場について、都道府県知事等が認定・周知
する制度。認定にあたり、安全確保、実施体制に関する事
が要件となっている。
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◆「なおみちカフェ」から創る

08

令
和
４
年
５
月
12
日
訪
問

次
に
ご
紹
介
す
る
の
は
、
地
域
一
丸

と
な
っ
て
酪
農
の
担
い
手
を
育
成
し
て

い
る
別
海
町
酪
農
研
修
牧
場
で
す
。

別
海
町
の
酪
農
産
業
は
、
担
い
手
の

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
廃
業
が

進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
町
と
町
内
の

３
つ
の
農
協
が
出
資
し
平
成
８
年

月

に
酪
農
研
修
牧
場
を
開
設
し
ま
し
た
。

新
規
就
農
希
望
者
か
ら
の
相
談
を
受

け
付
け
る
と
と
も
に
、
新
規
就
農
フ
ェ

ア
へ
の
出
展
や
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
に

よ
り
就
農
希
望
者
を
発
掘
し
、
新
た
に

酪
農
を
始
め
よ
う
と
す
る
意
欲
の
あ
る

若
者
を
全
国
か
ら
受
け
入
れ
、
研
修
か

ら
独
立
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。

研
修
期
間
は
３
年
間
で
、
酪
農
の
基

本
的
知
識
や
実
践
的
技
術
、
経
営
能
力

を
座
学
と
実
技
で
身
に
つ
け
ま
す
。

ま
た
、
研
修
生
は
有
限
会
社
別
海
町

酪
農
研
修
牧
場
の
「
社
員
」
で
も
あ
る

た
め
、
研
修
手
当
と
し
て
最
大
で
月
額

万
円
が
支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
住

宅
の
貸
与
（
月
額
３
万
円
）
や
牛
舎

内
に
保
育
室
を
設
け
る
な
ど
、
生
活
に

不
安
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
研
修
に
集

中
で
き
る
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
手
厚
い
支
援
体
制
の
も

と
、
こ
れ
ま
で
に
送
り
出
さ
れ
た
卒
業

生
は

組
に
も
上
り
ま
す
。
そ
し
て
、

研
修
で
学
ん
だ
知
識
や
技
能
を
活
か
し
、

各
卒
業
生
が
現
在
、
地
域
の
酪
農
の
第

一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
就
農
後

も
関
係
機
関
が
連
携
し
営
農
指
導
と
一

体
的
な
支
援
を
行
い
、
新
規
就
農
者
の

定
着
と
地
域
の
振
興
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。

有
限
会
社

別
海
町
酪
農
研
修
牧
場

編

酪
農
を
始
め
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

あ
っ
て
も
、
い
き
な
り
で
き
る
も
の
で

は
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
支
援
体
制

が
整
っ
て
い
る
こ
と
は
非
常
に
心
強
い

で
す
。

ま
た
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
就
農

ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
に
と
ど
ま
ら
ず
、
就

農
後
の
き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
っ
て

い
る
こ
と
も
、
長
年
、
就
農
希
望
者
の

皆
様
と
向
き
合
わ
れ
て
き
た
成
果
だ
と

感
じ
ま
す
。

当
日
の

知
事
の
言
葉
か
ら

根室編

なおみちカフェ（別海町編）の動画
はこちらからご覧いただけます。
（YouTubeチャンネル）

関係機関を挙げた新規就農者の支援体制
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